
平成２５年１０月～

平成２６年９月（６５期）

（基準年度） 目標 目標 目標

102,308.6 101,778.5 101,248.4
-3.5% -4.0% -4.5%

65,516.7 65,177.3 64,837.8
-3.5% -4.0% -4.5%

9,567.9 9,518.3 9,468.7
-3.5% -4.0% -4.5%

15,090.9 15,012.7 14,934.5

-3.5% -4.0% -4.5%

757.6 753.7 749.8

-3.5% -4.0% -4.5%

１．購入電力の排出係数は、０．５８４（㎏－CO2-kWh）で計算した。（平成２６年度九州電力HP参照）
２．基準年は、６５期（平成２５年１０月～平成２６年９月）とした。
３．グリーン購入は、公共事業における特定調達品目（主要資材、建設機械等）とする。
４．現場毎に水の使用用途が違うので全てを把握する事ができない為行動目標のみとする。
５．地域貢献活動は、各現場、工期内に原則月1回現場周辺の清掃活動を実施する。

7 手戻しをなくす 現場 各現場、手戻しをなくし円滑に工事を進める。

6 地域貢献活動 現場 各現場、工期内に原則月1回現場周辺の清掃活動を実施する。

5 水使用量の削減 現場 各現場、水の使用量削減を心がける。

3 グリーン購入 現場

4 建設騒音・振動の発生に伴う苦情

毎現場、公共事業における特定調達品目（主要資材、建設機械等）を購入する。

７２期

コンクリート塊１００％、アスファルト・コンクリート塊１００％

１－３ 軽油使用量の削減 ㍑ 15,638.2

9,914.9

１－４

67,893.0

１－２

785.1

二酸化炭素総排出量の削減

毎現場、建設騒音・振動の発生を防止するとともに、これに関する苦情をゼロにする。

１－１ 電気使用量の削減 ｋWｈ

ガソリン使用量の削減 ㍑

2 建設副資材のリサイクル率 ％

現場

灯油使用量 ㍑

第７０期及び中期環境目標（建設現場）

環境目標 単位
７０期 ７１期

㎏－CO2 106,019.3
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１．二酸化炭素総排出量の削減

１０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月

1 エアコン設定温度を決め、実行する（夏２８度・冬２４度） 現場代理人 実 行

2 不要な照明の消灯 現場代理人 実 行
1 エコドライブの励行 現場代理人 実 行

2 アイドリングストップの励行 現場代理人 実 行

1 重機の燃費向上（エコ運転） 現場代理人 実 行

2 重機・車両の適正空気圧の整備 現場代理人 実 行

4 灯油使用量の削減 1 不要な暖房の節約 現場代理人 実 行

２。廃棄物の削減（建設副資材のリサイクル率）

１０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月

1 分別の徹底 現場代理人 実 行

2 再利用・再生利用の推進 現場代理人 実 行

３．グリーン購入

１０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月

1 資材購入（高炉セメント等） 現場代理人 実 行

2 建設機械（排ガス対策車等） 現場代理人 実 行

４．建設騒音・振動の発生に伴う苦情

１０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月

建設騒音・振動の発生を防止するとともに、 1 低騒音型建設機材の検討・採用 現場代理人 逐次検討 適宜採用

これに関する苦情の発生をゼロにする 2 作業工程の工夫等影響の最小限化 現場代理人 実 行

５．水使用量の削減

１０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月

1 水を出し放しにしない 現場代理人 実 行

2 節水に努める 現場代理人 実 行

６．地域貢献活動

１０月～１３月 １月～４月 ４月～７月 ７月～１０月

1 建設現場周辺の清掃 現場代理人 実 行

2 河川清掃、海岸清掃等 現場代理人 実 行

７．手戻しをなくす

１０月～１３月 １月～４月 ４月～７月 ７月～１０月

1 手戻しをなくす 1 手戻しをなくし円滑に工事を進める 現場代理人 実 行

取組目標 活動項目 責任者
活動計画

取組目標 活動項目

1 地域貢献活動

取組目標 活動項目

1 水使用量の削減

責任者
活動計画

責任者
活動計画

責任者
活動計画

責任者
活動計画

1

1

取組目標 活動項目

グリーン購入

1

取組目標 活動項目

活動項目

リサイクル率の向上

取組目標 活動項目

2 ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

７０期環境活動計画（建設現場）

電気使用量の削減

活動計画

責任者
活動計画

1

取組目標

責任者
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